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■課題のまとめ ■次年度以降の検討

生コン情報の電子化

【帳票類の電子媒体化/
スランプ等全数計測による試験の代替え】

について

経過報告（案）

２０２４年２月２８日

（一社）日本建設業連合会

資料３－２
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●第６回 日建連より「生コン情報の電子化」を提案
２０１８ＰＲＩSM⇒ 共通クラウド＋品管システム適用＋遠隔立会

●第８回 「生産性向上」と「品質向上」の効果を報告
２０１９ＰＲＩSM⇒ 受入れ全数管理＋施工履歴のCIM連携

●第９回 「全数管理」による現行手法代替の可能性を報告
２０１９追加ＰＲＩSM⇒ 全数管理の適用性拡大/検証
２０２０ＰＲＩSM ⇒  クラウド型品管システム社会実装/課題検討

●第１０回 「生コン情報電子化」社会実装状況/全数管理適用事例を報告
２０２１PRISM⇒ 生産者メリットを考慮した社会実装方法の提案

生産性向上に向けての施工自動化/システム構築

●第１１回 協議会下に ２WG（電子化媒体化／ICT活用管理基準）を設置
・クラウド型品管システム試行要領(案)を作成、試行を開始（関東地整）
２０２２PRISM⇒ ICT活用の試行フロー検討、取得テータの評価

●第１２回 電子化媒体/スランプ等全数計測 R５～６試行のフレームワーク
・画像等による生コンの品質管理に関する試行要領（案）を作成、
試行を開始（全国対象）

協議会の検討経緯（第６回～第１２回）
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２WG (電子媒体化・ICT活用管理基準 検討内容）

協議会下に２つのWG （第３回をR５.１１/１６に開催）

＜生コン電子化媒体WG＞

・JIS改正原案確認（電子化ルート活用）
・直轄工事適用のため試行要領を確認
・社会実装のあるべき姿の検討
・推進のためのガイドラインの検討

＜ICT活用試験の管理基準検討WG＞

・従来試験に代わるAI/IoTシステムを
活用するための品質管理基準/検査
要領の検討（試行要領案の確認）

・従来の検査方法の代替えの考え方検討

R３ i-Constructionの主な取り組みより （R3.4.1)
改正

改正
改正5



協議会(第１２回)議事と検討の方向性
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生産性向上検討協議会（第１２回・令和5年2月9日）議事要旨

⇒ 帳票類の電子化の試行を行いながら、生産者の意向を踏まえて、
JIS改正後も考慮しての、将来的あり方を検討

⇒ スランプ等全数計測の試行を行いながら、管理基準/検査要領案を
確立させ、生産性を向上させる検査のあり方の議論を継続



帳票類の電子化の試行状況
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R５ R６ 工場連携
案件 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 導入済 新規導入

1 中部地整 〇 ● １工場
2 近畿地整  １工場
3 近畿地整 ● ４工場
4 沖縄総合事 〇●□ １工場
5 北海道開発 ● ― ―
6 東北地整 〇 ●□ １工場
7 九州地整 ● ― ―
8 北陸地整 〇 ● □ １工場
9 四国地整 〇 □ ● １工場 <凡例＞

10 関東地整 〇 ● □ □ ４工場 〇 地整から生コン
11 関東地整 ４工場 関係に説明
12 中国地整 〇 ● □ １工場 ● 日建連/成和Ｃ
13 四国地整 〇 １工場(予定) 　 から生コン関係
14 北陸地整 〇 １工場(予定) 者に説明等
15 近畿地整 ３工場(予定) it-Con適用
16 四国地整 〇 １工場(予定) （実施中含む)
17 沖縄総合事 （確認中） ？工場 □ 工場連携
18 中部地整 　 ？工場 システム導入

it-Con適用
直轄以外 1工場 ２＋３（予定） 見込み期間



スランプ等の全数計測の試行状況
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R５ R６ 特記事項 スランプ
工種 7 8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 以外

1 ケーソン躯体 ◎ 夏施工/少量打設 W/Air/σ28
2 PC上部工 ◎ 高性能AE減水コン W/Air/σ28
3 下部工躯体 ◎ 大林組の方法
4 トンネル覆工 ◎ プラスチック繊維入
5 調節池躯体 ◎ W/Air/σ28
6 のり面覆工 ←◎ 法面特殊施工法
7 ﾀﾞﾑ仮排水路充填 ◎ 大林組の方法
8 トンネル覆工
9 堰躯体 W/Air/σ28

10 ﾄﾝﾈﾙ覆工
11 堰躯体
12 トンネル覆工
13 橋脚躯体 （確認中）
14 PC上部工 （確認中）

（調査中） ２地整・２現場

直轄以外 夏施工含む躯体工

（凡例） ◎DB取得 施工時データ取得 予定



画像等による・・・試行要領(案）による試行
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AI/IoT活用全数計測の試行フロー（PRISMの手法例)

<要素 ① クラウドによるリアルタイム情報共有
技術> ② AIと画像解析によるスランプの全数計測

③ ICT技術活用による単位水量/空気量/圧縮強度の全数計測



様々なコンクリートでのDB取得 精度検証(例)
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精度確認データの取得
コンクリートの仕様・材料に
合わせた知識化を検討中



現場施工におけるスランプ等の推定精度確認(例)
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●スランプ等の確認 生コン車1台単位での計測を全台について実施
●適用の範囲 スランプ１２ｃｍ～１８ｃｍ
●精度検証方法 従来のJIS法のスランプ精度と比較

・荷卸し状態をカメラで撮影
・生コン車・ポンプ車の位置が

固定された条件で連続打設

●AI推定値と●サンプリングのスランプ値とを比較

AI/サンプリングの相関 AI推定全体の偏差と
偏差の標準偏差



「従来の検査との代替えの考え方」の検討を継続

＜試行により得られたデータの解析により＞

計測自身の
不確かさを
統計処理
等で排除

現行管理と
ICT活用管理
の双方実施
試行結果の

積重ね

② 規格値と合否判定基準
・試行要領の管理値を外れた
場合の対応方法は？

③ 管理方法の妥当性検証
・スランプ等の確認の方法、
工種（対象）、範囲、精度検証手法

①検査と品質管理の違い 排除（不合格）を考えるのと合格とする
判定基準として考えるのでは方向性が
変わる ⇒慎重な検討が必要

(スランプ測定の
意義も含めて・・・）

現行：試験に
合格したもの
を打込む

提案：施工
しながら計測
する

⇒変化トレンドをクラウド上でリアル
タイムにフィードバック
品質を向上・記録を残すことが前提
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まとめ ・今後の検討について
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１）生コンクリート情報、帳票類の電子化について

〇JIS改正を勘案しての電子化の普及拡大
〇生産者にメリットのある体制つくり に対して、

R５-R６の年度の試行結果を確認

⇒JIS改正を反映したガイドラインの完成と普及

２）スランプの全数計測等による検査の省力化について

〇施工管理基準や品質管理要領の在り方検討
〇品質管理データ共有による受発注者間での検査効率化

R５-R６年度の現場試行における取得データとその分析

⇒サンプリング検査の全数計測による代替え性の評価
⇒スランプ測定の意義を含め、受入れ検査/品質管理の

将来的なあり方

監督/供給/施工の３者にメリットがあり納得できる生産性向上手法
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（参考）生コン情報電子化 実装のためのガイドライン

PRISM検討の供給者へのサービス機能を紹介

発注者別（建築工事/JASS5）に対応した帳票等

供給側へのヒアリングを含めてブラッシュアップ

公表・周知による電子化の普及・拡大


